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編 集 後 記
医学部ハ基礎 ト臨床 トニ分カレテオ リ ソレゾレノ 任務 研究内容ハ大体二分カレテイルガ
両者相侯ツテ完全ナ医学ヲ形成シテユクモノデアルノハ当然デアル.両者ノ境界ハ必ズシモ判然
トシタモノデハナイ トノ意見ガアルノハ勿論デアルガ 概シテ云エバ ヤハ リ ソレゾレ独特ノ・
領域 ト云ウモノハアル.即 チ 研究範囲ハ 基礎教室ニテハ基礎的ナモノデアルシ 臨床教室ニ
テハ臨床的ナモノデアルノガ当然デアロウ 勿論 コノ点ハアマリ厳密二云ウワケニハユカヌ
ガ.特二問題ニナルノハ 臨床教室二於テ 甚ダ基礎的デアル ト考エラレル研究ガ行ワレル場合
デハナカロウカ.広イ意味デハ 基礎モ臨床モナク 医学ノ研究デアレパヨイワケデアルガ 基
礎 ト臨床 トニ分カレテイル以上ハ アマリニ基礎的ナ研究ハ 臨床教室デ行ウヨリハ 基礎教室
デ行エバヨイデハナイカ ト思ウ 臨床ニハ臨床 トシテノ領域ガア リ 臨床デナケレベ出来ナイヨ
ウナ研究ヲ行ウノガ 本来ノ目的デハナカロウカ.但 シ コノ際テ 研究テーマ ーヨツテハ
基礎 ト臨床 トガ相携エテ 共同研究ヲ行ウ方法ガアリ コレハ実際二大イニ行ワレ 多大ノ効果
ヲ挙ゲテオリ 甚ダ有意義ナ研究方法デアル ト思 ワレル.
次ニコレニ関連スル事デアルガ 基礎的研究ハ基礎教室ニテ行ウ ト云ウ事ニナレパ 基礎教室
ヲ志望スル学徒ハ増加スルデアロウ.コ レハ 現在 大イニ心配セラレテイル基礎学究ノ減少ヲ
防グ方法 即チ 基礎振興ノ方法ニモナルノデハナカロウカ.
ココデ 大学院制度二就テー考シテミヨウ 現在 大学院ハ基礎ニモ臨床ニモアル.ソノ制度ノ
運営状況ハ教室ニヨツテ種々異ナルデアロウガ 臨床教室ノ大学院ニテハ 副手コース等二比ベ
テ イワユル研究室的ナ研究ヲ行ウ場合ガ多ク 臨床二携ワル事ガ比較的少イノデハナカロウカ.
モシ ソウナラバ 臨床教室ノ大学院 ト云ウモノノ意義ハ何デアロウカ.臨床的ノ勉強ヨリモ研
究室的ナ研究ガ多イノデアルナラバ 臨床教室ノ大学院へ入ルヨリモ 基礎教室ノ大学院へ入ル
方ガヨイデハナカ目ウカ.臨床教室ニテハ アクマデモ臨床的 ノ特色ノ多イ勉強ヲスルベキデハ
ナカロウカ.コ コマデ論ヲ進メテ来 レバ 臨床教室二於ケル大学院ノ意義ガ模糊 トシテ来ル.臨
床ニテハ大学院ヨリモ ムシロ 専門医制度二重点ヲ置クベキデアロウト云ウ事ニナル
(昭和40年11月)
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